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他
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観

点
か
ら
健
康
課
の
事
業
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

問
　
十
里
木
・
長
岳
周
辺
地
域

観
光
拠
点
事
業
は
、
小
宮
・
戸

倉
地
区
の
活
性
化
に
と
っ
て
重

要
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
期
待

も
高
ま
っ
て
い
る
。
自
然
景
観

を
よ
り
効
果
的
に
活
か
し
、
周

辺
地
域
と
観
光
客
と
の
交
流
が

で
き
れ
ば
、
一
つ
の
活
性
化
策

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
以
下
の
質
問
を

す
る
。

①
　
温
浴
施
設
周
辺
地
域
の
活

性
化
施
策
と
し
て
、
現
在
進
め

て
い
る
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

②
　
温
浴
施
設
周
辺
に
お
い
て
、

花
畑
を
作
り
観
光
客
を
誘
導
で

き
る
よ
う
な
施
策
の
考
え
は
。

企
画
財
政
部
長

①
　
温
浴
施
設
開
業
後
の
農
畜

産
物
等
の
販
売
活
動
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
試
行
的
な
直
売
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農

産
物
の
品
質
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
土
壌
調
査
や
講
演
会
を
行

っ
た
。
今
後
も
農
産
物
の
生
産

基
盤
を
整
え
る
た
め
の
積
極
的

な
対
応
と
、
林
業
振
興
や
森
林

の
持
つ
公
共
性
の
観
点
か
ら
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
、
温
浴
施

設
へ
の
利
用
な
ど
の
取
り
組
み

も
進
め
て
い
く
。

②
　
花
な
ど
を
テ
ー
マ
に
施
設

周
辺
の
景
観
づ
く
り
を
行
う
こ

と
は
、
地
域
や
施
設
に
対
し
て
、

よ
り
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
に
大
変
有
効
な
集
客
方
法

で
あ
る
。
市
と
し
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
長

①
　
ア．

対
象
者
の
状
況
を
調

　
　
査
し
た
上
で
よ
く
検
討
す

　
　
る
。

総
務
部
長

　
　
イ．

市
営
住
宅
１
２
４
戸

　
　
が
対
象
で
あ
り
、
出
来
る

　
　
だ
け
早
い
時
期
に
設
置
し

　
　
た
い
。

市
長

②
　
本
年
の
総
合
防
災
訓
練
は

地
震
を
想
定
し
た
震
災
訓
練
と

し
て
11
月
19
日
を
予
定
し
て
い

る
。
市
役
所
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
町
内

会
・
自
治
会
の
方
々
を
対
象
と

し
た
避
難
訓
練
や
給
食
訓
練
を

実
施
し
た
い
。
ま
た
、
消
防
団

は
地
域
と
の
連
携
を
図
る
無
線

訓
練
を
、
職
員
は
「
災
害
時
初

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
電

車
や
自
動
車
が
利
用
で
き
な
い

場
合
を
想
定
し
た
参
集
訓
練
を

実
施
す
る
な
ど
、
実
践
的
内
容

の
訓
練
と
し
た
い
。

豊かな自然が残る温浴施設周辺の“加茂原”

住宅用火災警報器

議員議員

温浴施設周辺に観光客を誘導できる施策は
積極的に取り組んでいきたい

温浴施設周辺に観光客を誘導できる施策は田中 千代子田中 千代子

積極的に取り組んでいきたい

議
員
議
員

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
無
償
設
置
を

状
況
を
調
査
し
検
討

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
無
償
設
置
を

状
況
を
調
査
し
検
討

澤
井

敏
和

澤
井

敏
和

問
　
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

①
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

の
義
務
化
に
つ
い
て

　
ア．

近
年
の
住
宅
火
災
は
、

　
　
高
齢
者
の
犠
牲
が
多
発
し

　
　
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防

　
　
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
、

　
　
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

　
　
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
一
人

　
　
暮
ら
し
の
高
齢
者
住
宅
に

　
　
市
か
ら
無
償
で
火
災
警
報

　
　
器
の
設
置
が
考
え
ら
れ
な

　
　
い
か
。

　
イ．

既
存
公
共
施
設
に
お
け

　
　
る
対
応
と
計
画
的
設
置
の

　
　
考
え
は
。

②
 

防
災
訓
練
に
つ
い
て

　
市
全
域
で
総
合
的
な
訓
練
を

行
う
と
と
も
に
、
災
害
緊
急
時

の
職
員
招
集
体
制
の
確
立
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
。
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子ども安全パトロ－ル

問
　
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
当
市
の
学
校
給
食
事
業
は
、

市
直
営
の
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式

で
行
わ
れ
て
い
る
。
多
摩
地
域

の
他
市
の
状
況
を
見
る
と
、
調

理
業
務
を
民
間
委
託
し
て
い
る

と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
自
校
方
式

で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
ま
た
、
当
市
の
給
食
セ
ン
タ

ー
施
設
は
、
い
ず
れ
も
築
30
年

以
上
た
っ
て
お
り
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。

　
給
食
事
業
見
直
し
の
時
期
と

考
え
、
以
下
の
点
を
伺
う
。

①
　
現
在
使
用
し
て
い
る
食
器

（
角
ラ
ン
チ
皿
）
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

②
　
当
市
の
学
校
給
食
事
業
の

今
後
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

企
画
財
政
部
長

①
　
町
内
会
・
自
治
会
等
の
各

種
団
体
な
ど
が
市
と
と
も
に
地

域
社
会
の
課
題
の
解
決
を
図
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
覚
と
責

任
の
も
と
、
そ
の
立
場
や
特
性

を
尊
重
し
、
協
力
し
て
取
組
む

「
協
働
」
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
　
昨
年
、
市
民
参
加
・
協
働

状
況
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

市
の
事
業
に
つ
い
て
の
審
議
会

・
委
員
会
等
に
参
画
・
協
働
し

た
団
体
は
１
７
８
団
体
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
町
内
会
・
自
治
会

活
動
等
の
参
画
・
協
働
は
、
平

成
16
年
度
実
績
で
は
３
０
２
団

体
と
な
っ
て
い
る
。

総
務
部
長

③
　
警
察
署
、
防
犯
協
会
な
ど

の
関
係
者
に
よ
る
「
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
や
市

内
部
の
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
」
の
調
整
機
能
に
よ
り
、
各

種
団
体
間
の
連
携
が
十
分
機
能

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問
　
自
治
体
行
政
へ
の
市
民
参

加
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

①
　
「
市
民
参
加
」
「
協
働
」

と
い
う
言
葉
が
市
民
と
行
政
双

方
の
中
に
浸
透
し
て
き
た
感
が

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
広
く
市
民

の
声
を
反
映
で
き
て
い
な
い
の

で
は
と
不
安
視
す
る
声
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
当
市
と
し
て
の
「
市

民
参
加
」
の
定
義
を
伺
う
。

②
　
当
市
は
、
「
市
民
参
加
」

の
対
象
と
な
る
各
種
団
体
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
か
伺
う
。

③
　
防
犯
協
会
、
町
内
会
・
自

治
会
を
軸
に
各
種
団
体
の
方
々

が
学
童
通
学
路
を
見
回
り
し
て

い
る
が
、
こ
の
団
体
間
の
協
働
、

連
携
が
十
分
取
れ
て
い
な
い
と

の
声
も
あ
る
。
当
市
で
は
、
こ

の
団
体
間
の
協
働
、
連
携
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

学
校
教
育
部
長

①
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
器
は
、

角
ラ
ン
チ
皿
、
お
椀
、
箸
、
ス

プ
ー
ン
等
を
献
立
に
あ
わ
せ
て

使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、

秋
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
11
年
に
角
ラ
ン
チ
皿
を
、

12
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
２
千
枚
買

い
替
え
を
行
い
、
五
日
市
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
17
年
に

２
千
百
枚
購
入
し
た
。
ま
た
、

現
在
使
用
し
て
い
る
角
ラ
ン
チ

皿
、
お
椀
等
は
、
段
階
的
に
買

い
替
え
て
い
く
よ
う
に
し
た

い
。

②
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
は

い
ず
れ
も
古
く
、
大
変
老
朽
化

し
て
い
る
。
今
後
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
も
含
め
て
研
究
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議員議員

市民参加による各種団体間の協働・連携の考えは
調整機能により連携を考えている

市民参加による各種団体間の協働・連携の考えは
調整機能により連携を考えている

小 林 充小 林 充

議
員
議
員

今
後
の
学
校
給
食
事
業
の
考
え
は

給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
も
含
め
研
究
・
検
討
し
た
い

今
後
の
学
校
給
食
事
業
の
考
え
は

給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
も
含
め
研
究
・
検
討
し
た
い

松
原

敏
雄

松
原

敏
雄
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平井川新開橋付近

羽村市のチュ－リップ畑

総
務
部
長

　
昨
年
度
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
推
進
協
議
会
の
提
言
を
取
り

入
れ
、
運
動
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
個
人
の
お
宅
の
庭

を
開
放
し
て
市
民
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

制
度
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
協
議
会
で
は
、
さ

ら
に
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

幹
線
道
路
沿
い
や
農
地
な
ど
を

活
用
し
運
動
を
展
開
す
る
よ
う

提
言
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

提
言
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
面
的

に
ま
と
ま
り
の
あ
る
圃
場
な
ど

景
観
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業
を

地
元
の
観
光
協
会
な
ど
と
連
携

で
き
る
か
ど
う
か
を
調
整
し
、

実
現
に
向
け
た
可
能
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
つ
い

て
、
先
日
、
羽
村
市
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
事
業
を
現
地
視
察
し
、

説
明
を
受
け
た
。
あ
き
る
野
市

で
は
、
町
内
会
・
自
治
会
に
苗

を
配
り
、
各
地
区
の
会
館
の
庭

や
公
共
の
場
所
に
植
え
込
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
広
い
場
所
に

市
民
の
参
加
を
得
て
、
草
花
の

広
場
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
質
問

す
る
。

問
　
あ
き
る
野
市
環
境
基
本
計

画
で
は
将
来
に
向
け
た
環
境
対

策
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
　
平
成
15
年
に
清
流
保
全
条

例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
制

定
後
、
市
内
を
流
れ
る
河
川
に

ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

②
　
犬
の
散
歩
に
対
し
て
「
犬

の
糞
は
飼
い
主
が
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
プ
レ
ー
ト
が

あ
る
が
、
こ
の
プ
レ
ー
ト
も
マ

ン
ネ
リ
化
し
て
余
り
効
果
が
な

い
よ
う
で
あ
る
。
見
直
し
に
向

け
て
、
何
か
新
し
い
有
効
な
方

法
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長

①
　
公
共
下
水
道
の
普
及
等
に

伴
い
水
質
は
向
上
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
ま
た
、
河
川
の
周

辺
環
境
に
お
い
て
は
、
保
全
協

力
員
の
取
り
組
み
が
環
境
保
全

の
成
果
と
し
て
現
れ
て
き
て
い

る
。
今
後
、
協
力
員
を
中
心
に

看
板
等
を
設
置
し
、
ご
み
の
投

棄
や
河
川
の
汚
濁
行
為
の
減
少

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
部
長

②
　
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
一
人
ひ

と
り
の
意
識
の
問
題
で
あ
る
の

で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や

広
報
に
掲
載
し
て
マ
ナ
ー
向
上

の
意
識
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
マ
ナ
ー
啓
発
用
プ
レ
ー

ト
も
含
め
て
、
飼
い
主
の
意
識

に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

を
研
究
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議員議員

市民の参加を得て草花の広場を作っては
実現に向けた可能性を検討

市民の参加を得て草花の広場を作っては
実現に向けた可能性を検討

御手洗 武御手洗 武

議
員
議
員

清
流
保
全
条
例
制
定
後
の
成
果
は

水
質
は
向
上
し
て
い
る

清
流
保
全
条
例
制
定
後
の
成
果
は

水
質
は
向
上
し
て
い
る

浦
野

眞
司

浦
野

眞
司
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問
①
　
温
浴
施
設
の
繁
栄
は
、

地
域
の
住
民
に
と
っ
て
悲
願
で

あ
る
。

　
平
成
18
年
の
秩
父
羊
山
公
園

の
芝
桜
に
は
１
０
１
万
人
、
塩

船
観
音
の
つ
つ
じ
山
に
は
９
万

人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
一
方
、
城
山
か
ら
乙
津
の

「
ふ
る
さ
と
工
房
五
日
市
」
に

至
る
散
策
路
か
ら
見
え
る
新
緑

の
中
に
点
在
す
る
民
家
の
風
景

は
す
ば
ら
し
い
。

　
今
後
、
更
に
魅
力
的
な
景
観

に
す
る
た
め
、
住
民
や
観
光
協

会
の
力
で
、
路
傍
や
民
家
の
庭

に
花
の
咲
く
樹
木
や
草
花
を
植

栽
し
、
す
ば
ら
し
い
桃
源
郷
と

な
る
よ
う
花
い
っ
ぱ
い
の
里
づ

く
り
を
指
導
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

②
　
年
間
２
４
０
０
万
円
も
の

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
を
廃
止

し
、
高
齢
者
や
社
会
的
弱
者
の

た
め
の
代
替
バ
ス
の
計
画
は
い

か
が
か
。

③
　
小
学
校
の
統
合
に
向
け
て

の
将
来
計
画
が
あ
る
が
、
ど
う

か
伺
う
。

問
　
図
書
館
行
政
に
つ
い
て

①
　
学
校
図
書
館
に
お
け
る
専

任
職
員
の
配
置
の
検
討
を
。

②
　
読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ

る
子
育
て
支
援
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

③
　
図
書
購
入
費
の
近
年
の
推

移
に
つ
い
て
伺
う
。

④
　
新
設
さ
れ
る
中
央
図
書
館

の
通
年
オ
ー
プ
ン
及
び
開
館
時

間
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
。

⑤
　
公
共
図
書
館
と
学
校
図
書

館
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
伺
う
。

指
導
担
当
参
事

①
　
現
在
、
学
校
図
書
館
補
助

員
は
各
校
１
名
、
年
間
４
０
０

時
間
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
図
書
環
境
の
整
備
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
。

社
会
教
育
部
長

②
　
今
後
、
更
に
子
育
て
世
代

に
読
書
の
重
要
性
を
伝
え
、
市

民
の
担
い
手
を
養
成
し
な
が
ら
、

読
書
環
境
の
整
備
を
拡
充
し
て

い
く
。

③
　
平
成
16
年
度
は
東
部
図
書

館
の
準
備
に
伴
い
６
千
６
百
99

万
１
千
円
、
17
年
度
は
４
千
５

百
万
円
、
18
年
度
は
中
央
図
書

館
の
準
備
を
考
慮
し
、
５
千
３

百
万
円
計
上
し
た
。

④
　
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の

状
況
及
び
運
営
費
を
見
据
え
、

十
分
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

⑤
　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
連

携
を
強
化
し
て
子
ど
も
の
読
書

推
進
を
進
め
る
と
と
も
に
、
相

互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

企
画
財
政
部
長

①
　
温
浴
施
設
・
散
策
路
周
辺

の
景
観
づ
く
り
は
、
地
域
住
民

や
観
光
協
会
、
地
元
関
連
団
体

と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
活
性

化
に
向
け
た
取
組
み
を
展
開
し

て
い
く
考
え
で
い
る
。

総
務
部
長

②
　
新
た
な
代
替
バ
ス
運
行
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
や
東

京
都
と
調
整
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
福
祉
型

軽
自
動
車
に
よ
る
運
行
計
画
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

学
校
教
育
部
長

③
　
小
宮
・
戸
倉
小
学
校
の
小

規
模
学
校
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
か
ら
文
部
科

学
省
事
業
の
推
進
協
力
校
と
し

て
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
新
た

な
教
育
課
題
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど

も
に
と
っ
て
の
教
育
環
境
は
い

か
に
あ
る
べ
き
か
の
視
点
に
立

ち
、
地
域
の
方
々
の
熱
い
思
い

も
考
慮
し
な
が
ら
取
組
ん
で
い

る
。

乙津地区の龍珠院付近

多西小学校図書館

議員議員

　秋 利郎　秋 利郎 花いっぱいの里づくりを指導すべきでは
地域活性化に向けた取り組みを展開していく

花いっぱいの里づくりを指導すべきでは
地域活性化に向けた取り組みを展開していく

議
員
議
員

学
校
図
書
館
の
専
任
職
員
配
置
の
検
討
を

図
書
館
環
境
の
整
備
を
充
実

学
校
図
書
館
の
専
任
職
員
配
置
の
検
討
を

図
書
館
環
境
の
整
備
を
充
実

畠
中

克
賢

畠
中

克
賢
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企
画
財
政
部
長

①
　
団
体
自
治
の
改
革
を
行
っ

た
地
方
分
権
一
括
法
と
住
民
自

治
の
確
立
を
目
指
す
（
仮
称
）

あ
き
る
野
市
自
治
基
本
条
例
は

地
方
自
治
の
本
旨
の
実
現
を
図

る
上
で
必
要
不
可
欠
な
関
係
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
　
あ
き
る
野
市
自
治
基
本
条

例
市
民
検
討
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
最
終
報
告
書
に
つ
い
て
、

今
後
議
会
と
十
分
協
議
・
調
整

を
図
り
、
市
の
考
え
方
を
示
す

と
と
も
に
、
市
内
部
の
情
報
の

共
有
化
を
図
る
。

③
　
市
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

は
、
市
内
各
所
で
説
明
会
を
行

い
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ

い
て
市
長
を
委
員
長
と
す
る
自

治
基
本
条
例
推
進
検
討
会
議
で

議
論
を
重
ね
、
条
例
制
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
地
方
分
権
一
括
法
施
行
か

ら
６
年
が
経
過
し
た
。
以
来
、

当
市
で
は
、
行
財
政
改
革
を
主

体
と
す
る
様
々
な
施
策
を
計
画

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
実

現
す
る
に
は
多
く
の
市
民
の
知

恵
と
参
画
、
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
以
下
の
質
問
を
す
る
。

①
　
地
方
分
権
一
括
法
と
（
仮

称
）
あ
き
る
野
市
自
治
基
本
条

例
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
。

②
　
議
会
へ
の
提
案
と
周
知
、

論
議
及
び
庁
内
職
員
へ
の
周
知

に
つ
い
て
は
。

③
　
よ
り
多
く
の
市
民
や
団
体

へ
の
説
明
と
そ
の
方
法
及
び
意

見
収
集
後
の
検
討
の
手
法
に
つ

い
て
は
。

あきる野市自治基本条例市民検討委員会

下田 孝雄

議員議員

地方分権一括法と（仮称）自治基本条例との整合性は
必要不可欠な関係にある

地方分権一括法と（仮称）自治基本条例との整合性は
必要不可欠な関係にある

下田 孝雄

　今回の議会だより第44号から、

一般質問の写真は、質問者本人が撮

影することになりました。これは、

質問者の主旨が写真とより調和した

ものにするための取り組みとして始

めたものです。

　また、写真の撮影にあたっては、

個人情報に十分配慮することを各議

員申し合わせております。


